相撲競技者の身体組成と「前へ出る」パワーの関係 by 桑森,真介
3．重点個人研究経過報告 25
3．重点個人研究経過報告
相撲競技者の身体組成と「前へ出る」パワー
の関係
桑森　真介
Relationship　between　body　composition
and“Mae　e　deru’，（dashing　forward）power
of　Sumo　wrestlers
Masasuke　KUWAMORI
　1994年度は，これまでの相撲競技に関する体力科
学的研究の中で本研究がどのように位置づけられる
かを明らかにするために，相撲競技に関する従来の
体力科学的研究報告のすべてに目を通しまとめるこ
とを試みた。ここでは，それらの報告の中から形態
および筋機能に関するいくつかをもとに，形態およ
び筋機能のそれぞれと相撲における競技力の関係に
ついて論ずることとする。
1．形態と競技力の関係
　相撲競技者の形態に関しては，体育学関係の研究
者のみならずそれ以外の多くの研究者の興味を引い
たようであり，これまでに多くの研究が報告されて
いる。これらの中で最も古いものは，おそらく1889
年に報告された三輪3）の研究であろう。その後，1937
年の吉田18）による研究，1939年の荒谷1）による研究
などが報告され，さらに10数年の問をおき，1960年
前後に民族衛生あるいは人類学などの分野の学術雑
誌にいくつかの研究8・15・17）が報告されている。1970年
以後になると，体育学関係の学術雑誌に相撲競技者
の形態に関する報告が多くみれるようになった。そ
の中には，小川のグループによる研究14・16），近藤4・5・6）
および近藤ら7）による研究，中西ら13）による研究な
どがみられる。以下に，これらの従来の報告の中か
ら比較的新しいものを中心に，相撲における競技力
と形態の関係にっいて述べることとする。
　形態全体に関しては，小川ら14）および芝山ら16｝に
よる研究，近藤らηおよび近藤5）による研究，中西
ら13）による研究のいずれにおいても，相撲競技にお
いて競技力の上位の者は下位の者に比べ体格に優れ
るという共通した報告がなされている。これらの報
告から，相撲において身体の大きな者が有利になる
ということは間違いのないものと思われる。
　次に，いつくかの形態項目の中で代表的な項目で
ある身長と体重のそれぞれについて，相撲における
競技力との関連を検討した。中西ら13｝，小川ら14），お
よび芝山ら16）のデーターを参考として検討したとこ
ろ，身長と体重はいずれも競技力と関連しているが，
体重は身長に比べより密接に競技力と関連している
ものと考えられた。
　体重は身体の総重量を示しているが，相撲におい
て競技力の上位者は下位者に比べ，どのような組織
の発達が著しいのであろうか。須田’7｝は，上位力士で
は下位力士に比べ，周育項目においては優れている
が，長育・幅育項目ではそれほど顕著な差は認めら
れないことを報告している。これらの項目の内，周
育については，骨格筋，骨，脂肪，および内臓諸器
官の量的発育が反映されているものと思われる。一
方，長育および幅育に関しては，主として骨の量的
発育が反映されているものと考えられる。これらの
ことから前述の須田による研究結果は，競技力上位
者は下位者に比して，骨格筋，脂肪，内臓諸器官の
発育が著しく，骨についてはそれ程顕著な差がない
ことを示しているのではないかと推察される。
　相撲において競技力の上位者が下位者に比べ周育
に優れていることは，須田17）の報告の後，小川ら14）や
中西ら13）によっても確認された。彼らの研究結果か
ら，競技力上位者は下位者に比して，身体各部にお
いて骨格筋，脂肪，内臓諸器官の発育が著しいが，
特に体幹部においてはその傾向が強いものと考えら
れる。
　上記の骨格筋，脂肪，および内臓諸器官の内，骨
格筋と内臓諸器官についてはそれらが充実している
ことは身体運動に有利に働くものと考えられるが，
脂肪に関してはその蓄積により運動能力は低下する
ことが多い。しかしながら，前述のように相撲競技
では脂肪の発育が著しいことが勝敗に有利に働く可
能性が示唆された。林による力士の皮下脂肪に関す
る縦断データ2）は，このことを支持している。一方，
近藤5）や近藤ら7）の報告，あるいは中西ら13）の報告で
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は，相撲における競技力は脂肪以外の組織の重量と
関連しており脂肪量とは関連しないということであ
る。相撲において，体脂肪が競技力とどのように関
連しているかにっいては，今後さらに詳細に検討さ
れる必要があるものと思われる。
2．筋機能と競技力の関係
　相撲競技者の形態についてはこれまで多くの報告
がなされているのに対し，筋力・パワーや筋持久力
などの筋機能に関する報告は比較的少ない。ここで
は，これまで報告されたいくつかの相撲競技者の筋
機能に関する研究から，筋機能と競技力の関係に関
して述べることとする。
　小川ら14｝や近藤6｝は，相撲競技者を対象として数
種類の筋力測定を実施し，競技力別にその結果を比
較している。彼らの結果から判断すると，相撲競技
では筋力の強いことが必ずしも勝敗に有利に働く訳
ではないものと考えられる。相撲競技では，極めて
短時間で競技が終了するという特性，あるいは競技
者の体格などから，筋力の強さが勝敗に極めて重要
に関わっているものと推測されるが，実際の測定結
果からはこのことは否定された。相撲では「相撲力」
が重要であるとよくいわれるが，この「相撲力」が
どのような筋力を意味するものなのかについて，今
後されに検討される必要があろう。
　筋力とは筋の静的な最大収縮力であるのに対し，
パワーとは筋が動的に最大収縮を行なった時の力と
速度の積で表される。中西ら13｝，およびKuwamori
ら9），桑森ら1°），桑森11）は，相撲競技者を対象に局所
筋のパワーや全身で前へ出る時のパワーを測定し，
これらのパワーが競技力と密接に関わっていること
を明らかにしている。また，桑森ら9・1°）によれば，全
身で前へ出る時のパワーは体重と関連しており，大
きなパワーを発揮するために体重が重要な役割を果
たしているということである。体重は体脂肪量と除
脂肪体重に二分して測定することが可能であるが，
今後，相撲における体脂肪の重要性を明らかにする
ために，体脂肪量と全身で前へ出るパワーとの関係
を検討することが必要と考えられる。
　相撲競技は短時間で終了することが多く，その競
技力と持久的能力とは関連性が低いものと思われ
る。このことは，小川ら14）や中西ら13）による体力科学
的研究によっても確認されている。しかしながら，
桑森12）の核磁気共鳴分光法（MRS）を用いた研究に
よれば，相撲競技者では一般人に比べ，筋持久力の
決定因子として知られる筋ミトコンドリアの酸化能
が高く，運動時における代謝性疲労因子の一つであ
る筋細胞内pHの低下も小さいということである。
この結果は，相撲が瞬発的な競技であるとはいえ，
筋の持久的能力もある程度必要となる可能性を示唆
している。
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